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第 16 回 Ｋ．ＣＡＴフォーラム 

中心市街地の魅力ある土地利用を考える 

～都心空間の「もったいない」の活用を目指して～ 

 

□日時：2017 年 1 月 21 日（土）12：00～17：00（11：30～受付開始） ※10 時 30 分集合 

□会場：金沢学生のまち市民交流館 交流ホール（和室） 

□定員：50 名程度（若手の方大歓迎！事前申込） 

□主催：Ｋ．ＣＡＴ（金沢の都市と交通を考える会） 

□協賛；（一社）北陸地域づくり協会 金沢支所 

□開催主旨： 

    北陸新幹線開業で、金沢の街が賑わいを見せる今、中心市街地の更なる活性化が

重要性を増しています。 

     改めて「人は魅力的な空間に集う」という原点に帰って中心市街地を見直すと、

数多の青空駐車場が歩行者を無視して虫喰い状に分布し、街の魅力を削いでいるこ

とに気づきます。  

どうすれば、この「もったいない土地利用」が魅力的な空間に変貌するのか、皆さ

んと一緒に考えたいと思います。 

 

□プログラム 

  12：00 開会・挨拶・主旨説明（10 分） 

  12：10 フォーラムの流れ、「基準情報」について説明（昼食をとりながら）（20 分） 

  12：30 街歩き（1時間以内、13：25 には会場に戻る） 

  13：30 ワークショップ（3グループ×2エリア）（1時間 50 分） 

  15：20 休憩（10 分） 

  15：30 各グループ発表・質疑応答・投票（1時間 20 分） 

  16：50 コメント・総括 

  17：00 閉会 

 

□説明者 

・挨拶・主旨説明：髙山 純一氏（Ｋ．ＣＡＴ代表、金沢大学教授） 

・基準情報の説明：大家 弘聡氏（Ｋ．ＣＡＴメンバー、金沢市役所） 

・司  会   ：萩原扶未子氏（Ｋ．ＣＡＴメンバー、㈱ジー・アンド・エス 代表取締役社長） 

□ワークショップのグループ（〇印は、各グループの進行役） 

Ａ（柿木畠）：〇竹村氏、森川氏、辻氏、戸部氏、 

Ｂ（柿木畠）：〇北原（良）氏、不破氏、笠倉氏、 

Ｃ（柿木畠）：〇餘久保氏、鈴見氏、山本（健）氏、埒氏 

Ｄ（旧映画街）：〇木谷氏、堀口氏、塩士氏、笹谷氏 

Ｅ（旧映画街）：〇坂本氏、杉本氏、片岸氏、新家氏 

Ｆ（旧映画街）：〇西村氏、大家氏、冨澤氏、北原（豪）氏 
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□ワークショップの進め方 

【グループ分けについて】 

・Ａ（柿木畠）・Ｂ（柿木畠）・Ｃ（柿木畠）・Ｄ（旧映画街）・Ｅ（旧映画街）・Ｆ（旧映画街）

の 6グループ（3グループ×2エリア）、各グループ 10 名程度。 

・各グループには、所属が重ならないように、学生、若手行政マン、若手コンサルタント、

Ｋ.ＣＡＴメンバーを配置する。 

・Ｋ.ＣＡＴメンバーは、各グループに 3～4 名ずつ参加し、進行役（モデレーター）を務め

る。 

【ワークショップの進め方について】 

・発表者、書記など、役割分担を決めて、Ｋ.ＣＡＴメンバーが効率的に進行する。 

・まずは、主旨説明や基準情報を聞く。 

 ①自己紹介・昼食（20 分程度） 

 ②街歩き（50分程度、ルートは各グループで検討していただく） 

・ワークショップの作業時間は、110 分。とりまとめの時間を考えて進行する。 

③街歩きを踏まえて、中心市街地の魅力ある土地利用について、意見交換 

④ポストイットを活用して、各エリアの現状・課題・対策等の意見を出し合う 

⑤ＫＪ法にて、ポストイットの意見を整理する 

⑥グループ内の意見をまとめ、A0 サイズの図面（各グループ 1枚）と模造紙（各グループ

1枚）で表現する（A0サイズの図面は、各グループ 2枚（1枚は予備）を配布） 

【発表について】 

・各グループ 10分とし、発表 7分、質疑応答 3分程度とする。 

【投票の方法について】 

・発表した内容が一番良かったグループに、参加者 1 名・1 票で投票する。但し、所属した

グループ以外に投票することを原則とする。 

・投票の仕方は、各グループの発表した模造紙に丸いシールを貼るものとする。 

・最も評価の高かったグループには、髙山先生からプレゼントを渡す。 

 

【コメント・総括について】 

・各グループの発表内容や参加者の投票結果を受けて、富山所長からコメントをいただく。 

・その後、髙山先生が総括。 

・最後に、参加者全員で記念写真を撮影。 

・ワークショップの結果については、Ｋ.ＣＡＴのＨＰ等で公表する。 

 


